
 

 

 
 

12月の予定 

16 日（月）避難訓練 

18 日（水）誕生会 

21 日（土）クリスマスお遊戯会 

30 日（月）～ R2 1/4（土）冬休み 

カレーの日 

4日 

11 日 

18 日 

25 日 

12月生まれのおともだち 

☆わけ げんとくん（こあら組） 

☆くらた このかちゃん（きりん組） 

☆やまぐち はのんちゃん（きりん組） 

☆こにし ひなちゃん（小学部） 

 

 

 きりん組 

今月はいよいよクリスマスお遊戯会があります。毎日

たくさんの練習に励んできた子ども達。年少さんは、劇

の練習時、中々自分の番が来てもセリフがすぐに出て来

ず、夕方も何度も復唱したりし、今では自信をもって言えるようになり

ました。年中さんは、合奏の音合わせ、音覚えに苦戦し何度も悔し涙を

浮べる子も中にはいましたが、諦めず、今では全員で１つの音を奏でら

れるようになりました。年長さんは、園児としては最後のお遊戯会で

す。１つ１つの出し物の練習を今まで全力で取り組んできました。特に

今年の劇のセリフは少し難しい内容でした。年長さんにとって、覚える

為に身振り手振りを自分達に考えセリフを覚えていきました。当日は、

全員が今までの練習の成果を発揮しすてきなお遊戯会になると良いなと

思います。今まで頑張って来た子ども達に大きな拍手をお願いします。 

そして、更に寒くなってきました。手洗い、うがいをし風邪予防をし

っかりしながら、今年残り１ヶ月も元気に過していきたいと思います。 

 

小林 桃歌 

こあら組 

お遊戯会に向けて１１月後半から練習を頑張って

います。練習のあと頑張ったごほうびにお菓子を食

べることがあるのですが、「がんばろうね！！」とお

互い声をかけてはりきっている２才児さんの姿もあります。合奏ではリ

ズムがなかなか合わず苦戦している所ですが、楽器とふれあうことが好

きな子が多いので、楽しみながら音を合わせていけたらいいなと思いま

す。 

１学期の時は、自分でくつ下をはいたり衣服の着脱ができなかった子

もできるようになってきました。１才児さんも自分でズボンをはこうと

したり、外遊び前には自分でくつ下をはいたりと毎日頑張っています。

「自分でやりたい」という子ども達の気持ちを大切にしながら引き続き

見守っていきたいと思います。 

  

   秋山 奈穂 

りす組 

現在７名いるりす組さんは皆外遊びが大好きです。

「外行くよー」の合図で走って玄関まで来て、競うよう

に外へ出たがります。皆とてもパワフルです。 

そうたくんは砂遊びが大好きで、いつも誰よりも砂ま

みれになりながら夢中で遊んでいます。服の中にも砂や土を入れて、ど

ろだらけになって帰ってきます。こはるちゃんはすべり台で遊ぶことが

多く、てっぺんで足をドンドンならしてからうつ伏せになってすべって

きます。何度もくり返しとても楽しそうです。やまぐちはやとくんは色

んな遊びを好みます最近は植物にも興味があるようで花や草をじーっと

見たりとったりして「これ！」と言って指をさしています。みやびちゃ

んはきりん組さんのやることについていきます。中でも虫探しが好き

で、大きい子達が「むしだー！」「いたー！」と言うのを真似して「いた

いた！」などと喜んでいます。りくくんは公園中を何周もしお散歩をし

ています。すべり台や太鼓橋で遊んでいる子達をちらっと見てほほえ

み、まるで「先生」のように皆のことを見守っています。みどりかわは

やとくんは砂遊びが好きでしたが、最近は一人ですべり台を登ってすべ

ることができるようになり、すべり台で遊ぶことが増えました。出来る

ようになったことが嬉しくて仕方ない様子です。あかりちゃんは自分の

遊びに夢中になっている中、ふと突然甘えたくなる瞬間が訪れるようで

泣いて抱っこを求めたりします。まだまだ赤ちゃんな一面も可愛いで

す。 

 

小泉 優子 

 

小学部 

今年も師走を迎え、何かと慌ただしさを感じる

時期ですが、子ども達は冬休みがくるのを楽しみ

に待っています。 

さて、お遊戯会の話題は、１０月頃から話して

いましたが、いよいよ今月になりました。ダンスの前に行なっているス

トレッチも、ただ体を動かすだけではなく先輩達が考え出した動きを音

に合わせて声を出しながらやっています。最初は恥ずかしがっていた低

学年も繰返しの中で声が出せるようになり部屋中に“ワー、オー”と響

きわたっています。毎年感じる事は、子ども達同志でダンスの選曲から

始まり完成をめざして練習をする事は本当に凄いと思います。今月に入

り、私もストレッチに参加していますが、逆にいえば私の方が教えられ

る事もあり、高学年の指導は見習う所が多々あります。また低学年も誰

一人として練習を嫌がるどころか“楽しかった“”出来なかった事が出

来るようになった“など日記からも楽しさが伝わってきます。当日は子

ども達のやり遂げた素敵な笑顔を楽しみにしていて下さい。 
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